






















集計は，各観点の尺度毎に学生が自己評価して記入した 1 ～ 5 のポイントを平均した。2017 年
度と 2018 年度の結果を一覧表にしたものが＊表 1 である。観点は 1 ～ 16 まであり，それぞれ A
～ F の大項目に分けてある。大項目のポイントは各観点の平均である。また，＊表 1 の結果を，

































グラフ 1（観点 1～ 16）
表 2（観点 1～ 16，ポイント順）
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位 8 位 9 位 10 位 11 位 12 位 13 位 14 位 15 位 16 位
2017 1 16 6 3 5 8 11 2 15 4 7 13 10 9 12 14
2018 1 16 3 6 8 5 7 11 2 15 10 4 12 13 14 9
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グラフ 2（大項目 A～ F）
表 3（大項目，ポイント順）
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位
2017 F A B D E C
2018 F A B D C E
3 観点毎のポイントの結果について































観点 11：色相・明度・彩度・対比・調和等工夫し意図的に考えることができる　この観点が 8 ま






観点 2：水張りが美しくできる　この観点が，8 または 9 位となっている。この観点は，平均的に












（2）2017 年度と 2018 年度の結果がよく一致しなかったケース。
観点 7：石ころをよく観察し，その造形の面白さを作品に活かすことができる　2018 年度は 7 位，
2017 年度は 11 位となっている。ただしこの観点の入っている大項目 B の順位は，両年度とも同
じである。





観点 10：色面の面積対比・バランス等工夫した構成を考えることができる　2018 年度は 11 位，
2017 年度は 13 位となっている。この観点が入っている大項目 C は，2018 年度が 5 位，2017 年度
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が 6 位（大項目 C の中で最下位）と，両年度とも最下位を争う項目である。実際に学生は，構成を
考えることが苦手である。授業では，この段階で悩んでいる学生には積極的にアドバイスするよう心
がけている。このような課題を経験したことのない学生ばかりであるから当然の結果とも言える。
観点 13：彩色の仕事が丁寧で，むらなく美しく仕上げることができる　2018 年度は 14 位，2017
年度は 12 位となっており，両年度とも下位のポイントである。これも学生が苦手とするところで
ある。しかしこの点は，経験とともに自然に出来るようになりやすい。
観点 9：10 案以上を思い付き，アイデアスケッチを描くことができる　2018 年度は 16 位と最下位，






このルーブリックでは，大きく分けて 6 つの事（大項目 A ～ F）を問うている。大項目のポイン
トの，2017 年度と 2018 年度の結果を比較すると，折れ線の形がほとんど同じ傾向となっている。
＊グラフ 2 また最も高いポイントから順に 1 位から 4 位まで同じであり，5 位と 6 位のみ食い違っ
ている。＊表 3 大項目 C と E が下位となった理由は，観点 9・10・13・14 が，学生にとって難し
いと感じるからであろう。
観点 1 ～ 16 についても，やはり 2017 年度と 2018 年度の結果を比較すると，折れ線の形が概
ね同じ傾向となっている。＊グラフ 1 また最も高いポイントの 1 位と 2 位が同じであり，3 位～
10 位も，一部を除き近接している。
この二つの折れ線グラフの形の概ねの一致という結果から，このルーブリックの活用が，自己診
断という方法ではあっても学生は正直に回答しており信用できると判断してよいと思われる。
おわりに
学生にとって美術の基礎の練習・訓練のための課題は，どうしても退屈で面白くなく苦痛なもの
となってしまう。それは音楽やスポーツにおける基礎と同様の状況と言うことができる。それだけ
に，その基礎練習の意味や目的を明確にして学生に説明することは重要である。ルーブリックを設
定し，それを教員と学生が共有することで，一致した目標に向かっていけることが重要なのである。
そのことで学生は，どういった努力が必要か，どうやって勉強すればいいのかを知ることができる。
さらに，ルーブリックを活用し分析することが，授業（課題）の方法の問題点をあぶり出すこと
にもつながっていることを発見した。美術を専門とする人間は，どうしても感覚的に表現してしま
うから改善されにくい傾向にあるから，今後はルーブリックを授業改善にも活用したい。
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図 1「デザイン・映像」デザイン課題
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図 2調査用質問紙
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